目次 by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター
プ ロ シ ー デ
■
ィ ン グ
■
｢普 の リ モ ー ト セ ン シ ン グ と 気 候 影 響 に
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日時 : 1 9 9 8年 (平成1 0年) 9月21Ef(月), 2 2El(火)
堵所 : 気象庁 気息研究所 萌里
｢塞 のリモ ー トセンシングと気候影響に関するシンポジウム+
プロシ ー ディング発行に寄 せて
地球温暖化は . 地球の 今後を予沸する上で極めて重要な間簸であり､ その仕組みを解明にするこ
とは大気科学の 研究者に要請されている最重要課塩である. 政治的には. 温暖化を最小限r=くい止
めるための施策(cO P 3)那, 世界的枠組みで計画中であるが ､ まだ実効を挙げる段階に至 ってはいな
い . 地球温 暖化 の 予測 は､ 社会 ･経済 へ の イン/1クトが極めて大きく. 近年大きな注Elを集めて いるが､
科学的に充分確立された評価が得られ
'Cいるわけではなく､ 鼓多の 困難な開港を抱えている･ 気候変
動の 予淵lこ大きな不確実さをもたらしている最大要因 の 一 つ は ､ 気候系における翼の役割が十分に
理解されていない ことにある｡
票は ､ 気候系の エ ネルギ ー 収支に支配的な役割を果たしているとされる｡ しかし, 畢とその働きの実
態に つい ては ､ 観測上 の 国難さの ために不明の点が多々 残っ ている｡ 例えば､ 要が太陽放射をどれ
ほど吸収する能力があるかを遜 って ､ r日射の異常吸収J.問題として数十年来誰論が競いている｡ ま
た . 婁は ､ 気候形成の複雑なフィ ー ドJくック作用にも関与しており､ そのメカニ ズム の廓明は更に困難
な問題 である｡
気候における雲の観測 に関しては . 1 9 8 3年にISCC P(1nte m ation a[ SatやIlite Cloud CIim atology
progra rll)が開始され ､ 衛星デ ー タから翼の 変動を全球ベ
ー スで調査 研究しようとする計画 が進行中で
ある. この ような葦に関する基本的なデ ー タセットの件成と並行して ､ 航空機やレ
ー ダ ー 等を用いて .
真 の放物理特性を明らかr=しようとする観測実験も各国で進行中である. 国内において は . 千葉大学
環境リモ ー トセンシング研究センタ ー では､ 気象衛星｢ひまわり+チ
- タをベ ー スに ､ 大気上下端での
放射収支の変動を調査している. 一 方 気象研究所で は ､ 海洋開発及地球科学技術調査研究促進費
(科学技術庁) によるr悪が地球温暖化 に及ぼす影響解明に関する叔測研究(略称:J A C C S)+を他省
庁研究機関と共同で 実施している. しかし, 日本における本格的な要
一 気候の 研究は ､ 1980年代後半
に始まったばかりであL)､ まだ十分な歴史と軽寮を蓄積しているとは言い難く. 今後ますます発展させ
て いく必要 のある分野である.
本シンポジウムは ､ こ の様な背景のもとに ､ 要の リモ ー トセンシング､ 衛星観測 ､ 書 一 放射相互作用 ､
毒の気侯影苧 ､ 等々 に関心をもつ研究者の方々 に広く参加頂 いて ､ 研究成果を発 表し. 亭た . 議翰を
戦わせて 交流を深め . 次 へ の展望を切り開くよすがとするため に開催した. 本プロシ
ー デイングを去と
めるにあたり､ シンポジウムに参加された方々 に深く敬意と感謝を申し上げる. また本プロ シ
ー デイン
グが ､ 各位の研究に少しでもお役に立てることを ､ 切に希望するものである.
シンポジウム主催者:
千葉大学 環境リモ ー トセンシング研 究センタ ー 高村 民放
気象庁 気象研究所 JA C G S事務局 浅野 正 二
日 次
招待帝演 ｢雲と気候と衛星観測+
浅井富雄 (科学技術振興事業団 ;前千葉大学環境リ モ ー トセ ン シ ン グ
研究 セ ン タ ー 長) ‥
1 , ライ ダ ー による雲 ･ エ ア ロ ゾル の 連続観測
*杉本伸夫 ､ 松井 一 郎､ 高薮 縁 ( 国立環境研)
浅井和弘 (東北工大)､ 清水 邦夫 (慶応大). . .
2 . 中国蘭州にお ける雲の ライ ダ ー 観測
*安井元昭 ､ 水谷耕平､ 横部敏和 , 商都政雄 (通総研)
周 紀侠 ､ 凌 裕泉､ 劉 立超 (中国科学院 ･ 蘭州砂漠研究所) ‥
3 1 C O2ライ ダ
ー に よる上層雲の 観測
*板部敏和､ 水谷耕平 (通総研). .
4 . ミリ波 レ ー ダを用 い た雲の リ モ ー トセ ン シ ン グ
哀岡本 創 ､ 堀江宏昭 (通総研 ･ 鹿島宇宙通借セ ン タ ー) ‥ . .
5 ･ Properties of De epStratifo rrnlc eClo ud Rev e aled by95 GHz G K S S Clo ud Radar
- A c as e study
*Ftljiyo shi, Y.(In st. Lo w Te mp･ Scj･,Hokkaido Univ･)
M . Qu a nte, 0. Dann e, a ndE. Raschke(G KS SRe s･Ce nte r, Ger nl a ny)･ I ･ I ･
6 . U H Fレ ー ダ ー を用 い た巻雲の 観測
* 小林隆久 ､ 福田正 人 ､ 永井智広 ､ 足立ア ホ ロ ､ 浅野 正 二 (気象研). .
7 . JA C C S地上観測で得られ た巻雲 の微物理構造
*折生成宏､ 村上正 隆､ 山田芳則 ､ 宮尾みずほ (気象研)
水野 量 (気象大学校)､ J A C CS地上観測グル ー プ . . .
8 . 波長 4〟 m - 25LL m における天 空 の赤外分光放射計測
*湊 秀幸､ 西本昭男 ､ 石堂能成 (電総研 ･ 大阪ライフエレクトロニクス研)
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9 . 館野 における雲と エ ア ロ ゾル の 地表面放射強制の 見積り
* 高薮 縁 ､ 松井 一 朗 ､ 杉本伸夫 (国立環境研)
上野丈夫 ( 高層気象台)､ 青木 一 莫 (北大)
封馬 洋子 ( 地球フ ロ ンテ ィ ア)､ 中島映至 ( 東大 ･ c c s R) … .
1 0. Retrie v aloflo w-一e v elm a rirle Clo udsfro m airbo rn e obs erv atio ndata
*M akoto KujjPap aW o m e n
l
s Univ ersity)
Ter uyuki Nakajim a(Ur[iv ersity of Tokyo). A - , I I
1 1. JA C CS/AFR O S(航空機雲放射観測シス テ ム)による層状水雲の放射収支
観測 :｢日射 の 異常吸収+ は無い !
* 浅野正 二 ､ JA C C S航空機観測チ ー ム (気象研) … .
1 2. 奄美近海に おける 下層雲の 熱収支 : 観測とシ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 比 較
*真野裕 三 ､ 村上正 隆 ､ 浅野正 二 ､ 内山明博 ( 気象研)…
1 3. Sv albard 島近海で の 極域巻雲の 航空機観測と解析
*増田 一 彦 ､ 小林隆久 (気象研), E. Raschk, W . Ko cJl, F. Albers, U･ M aixtl ¢r
(G K SSRes eaLr Ch enter, Ger m a ny), ･ . ･ -
1 4. 気象研究所非静力学 モ デル による層積雲 の数値シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
*永戸 久喜､ 吉崎正恵 ､ 加藤輝之 ､ 斉藤和雄 ､ 真野裕三 (気象研)…
1 5. 対流圏に見られ る鉛直微細構造
*中田 隆､ 木村龍治 ､ 新野 宏 (東大海洋研)‥ ‥ .
1 6. N O ÅA/AV H R R から導出 した光学的厚さと有効半径 の衛星 の 方向に対する
依存性に つ い て
*岩倒弘信 ､ 早 坂忠裕 ､ 田中正 之 ( 東北大 ･ 理) …
1 7 . S S M/1を用 い た海上の 雲および大気 の 物理量の 特徴に 関する研 究
*酉居健 太郎､ 早坂 忠裕 ､ 田中正 之 (東北大 ･ 憩) ‥
1 8. 赤外 多チ ャ ン ネ ル デ ー タ に よる巻雲の 観測
井上畳志郎 ( 気象研). ‥ .
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1 9. O M S-5 のデ ー タから作成 した雲デ ー タ
*岡田 格 ( 科学技術振興事業団)､ 河本和明 (東大･ c c sR)
井上豊志郎 (気象研)､ 田丸英樹 ､ 高村民雄 (千葉大 ･ 環境リ モ セ ン) ‥ 1 1 4
2 0. G M S雲デ ー タ を用 い た地表面短波フラ ック ス の 推定
* 高薮 線 ( 国立環境研)､ 岡田 格 ､ 高村民雄 ( 千葉大)
河本和明 ､ 中島映至‾(東大 ･ CC S R)､ 井上畳志郎 (気象研)‥ … . 1 2 0
2 1. 南極内陸域におけ る雲と放射の 研究
* 平沢尚彦 ､ 山 内 恭 (極地研) ‥ . 1 2 6
2 2. Clo uda m o tms andr adia土iv efLu x c s calctlhted 舟o mtheJM Aatm o spheric m odel
* w ing- Le Cba n, M a sato Sugi(M Rl). . ･ 1 3 0
2 3. 気象研 G C M温暖化 実験に おける零の 変動
尾瀬智昭 (気象) = . . . 1 3 6
2 4. 地球温暖化予 測にお ける赤道太平洋の 雲の 役割
*野 田 彰, 鬼頭昭雄 , 小 出 寛 (気象研)､ 吉松和義 ( 科技庁). . . . ‥ . 1 4 4
2 5. 雲お よび降水 に朗する衛星リ モ ー トセ ン シ ン グの 比故検証に つ い て
*早坂忠裕 ､ 岩剖弘借､ 石 田春磨 , 菊地偉行 (東北大 ･ 理)
久慈 誠 (奈良女子大 ･ 理) ‥ . 1 4 8
2 6. 雲 ･ エ ア ロ ゾル 観謝用 の衛星ライ ダ ー (M D Sl jdar) 計画 の概要
*長滞親生 (都立大大学院)､ 笹野泰弘､ 杉本伸夫 ( 国立環境研)
浅井和弘 (東北工 大), 川村恭明 ( 宇宙開発事業団) ‥ ‥ ‥_ 1 5 2
(付録)
シ ン ポジウム プ ロ グラ ム
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